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建設廃棄物は年々増加し、環境省もリサイクル

を主要課題として挙げている

「きれいに内装しても次の⼊居者がまた壊
して作る」ことが繰り返されている
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オフィス現状回復の問題提起

[参照]環境省　産業廃棄物の排出及び処理状況等



今後オフィスの空室率は増加傾向

2024年に大阪では過去最大の大量供給を控えるなか、空室率は上昇すると予想されており、2023年の賃料を100とした場合、
2024年の賃料は「98」、2025年の賃料は「95」、2028年は「94」に下落すると見られている

空室率上昇により  
賃料下落の見通し

[参照]ニッセイ基礎研究所
 「大阪オフィス市場」の現況と見通し
（2024年）



空室期間による不動産オーナー利益率低下

[参照]三井不動産不動産関連統計集 vol.46-2

新しい入居時の内装工事で、平均空室期間が1ヶ月増えることで利益率は0.8%下落



【ご提案①】環境配慮型居抜きマッチング登録



現状把握：入居者及び退去者の側面

テナント退去者は退去の際に現状回復費用を負担し、入居者は不必要な部分まで内装費を負担する

退去費用は高額になることが多い。移転の為のコストや資材廃棄の為の費用も必要になる
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現状問題点：居抜き促進がなされないことによる数々のデメリット

● 建設資材の価格高騰で輸入資材に頼り、我が国の経済負担は増え続ける一方

● 空室期間による不動産オーナー利益率低下

● 高額な入退去費用による企業成長の鈍化

【結論】居抜きでの入退去流通を促進できれば良い



現状問題点：なぜ居抜きが促進されないか？

●退去が決まったタイミングで且つ、不動産仲介等から居抜き案内をされることがほとんどであり、タイミングが合わない

●不動産仲介やオフィス内装業者の経済条件により提示されたものを鵜呑みにしてしまうことがほとんど

●特に成長企業の場合に新しいオフィスには関心が向くが退去する場所に関してはほとんど関心がない

●退去費用に関しても「安くできれば」ぐらいの意見で率先して動いても社内でも評価にならないことが多い
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解決策：入居者と退去者のタイミングを合わせることのできるサービスが必要

入居中 退去検討 居抜き募集
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居抜き退去予定有り 募集

1-2年

解決策

入居中から新しい入居者を探せる機会



解決策：入居者と退去者のタイミングを合わせることのできるサービスが必要

●ビルオーナーから物件詳細を登録してもらうことにより、入居中から新しい入居者を探すということを行う

●これにより、本当に適切なタイミングを入居者、退去者の双方が交渉できることにより、入居者、退去者、不動産

収益、環境、日本経済の５つの側面でWin５の状態を作り出せる
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AIマッチングによる入退去流動性を高め、不動産利益率を上げる
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現状問題点：なぜ居抜きが促進されないか？

●退去が決まったタイミングで且つ、不動産仲介等から居抜き案内をされることがほとんどであり、タイミングが合わない

●不動産仲介やオフィス内装業者の経済条件により提示されたものを鵜呑みにしてしまうことがほとんど

●特に成長企業の場合に新しいオフィスには関心が向くが退去する場所に関してはほとんど関心がない

●退去費用に関しても「安くできれば」ぐらいの意見で率先して動いても社内でも評価にならないことが多い

入居中 退去検討 居抜き募集

居抜き退去予定無し 募集

2-3ヶ月

急な募集でタイミング
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居抜き成立時に入居者と退去者から成約報酬のみ発生するため、不動産収益
ビジネスからの費用発生はゼロ（リスクゼロ）

AIマッチングサイト

退去希望企業 入居希望企業

掲載・登録 掲載・登録

アドバイザリー アドバイザリー

マッチング

契約締結 成功報酬

不動産オーナー様

賃貸借契約賃貸借契約 費用発生無し



入居者へのご案内

登録方法は全て弊社で行います

右記のような案内を入居者様向けに

案内をお願いします。



【ご提案②】環境認証取得物件の市場価値向上

長期的な物件価値の保持企業イメージの向上 エネルギー効率、資源の節約

環境認証（CASBEE、LEED、BREEAM）を取得することで様々なメリット



【認証取得事例1】
シンガポール
キャピタランド

 -LEED、BREAM認証取得

 -持続可能性を重視する多国籍

企業との取引拡大

 -信頼性と環境責任を示すことに

よる賃貸契約増加



 -CASBEE認証取得

 -持続可能性を重要視するテナン

ト需要の増加

 -高い稼働率の維持

【認証取得事例2】
日本　
三井不動産



 -BREEAM認証取得

 -Google、Universal Musicなど

の環境配慮型大手企業との契約

【認証取得事例3】
ロンドン
キングス・クロス
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CASBEE-スマートウェルネスオ

フィス認証（最高位Sランク）

 -金融機関からの低金利融資

 -エネルギー効率の改善に関す

る補助金によるランニングコスト

の削減

【優遇措置事例1】
日本橋髙島屋三井ビ
ルディング
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 -CASBEE-ウェルネスオフィス認

証（最高位Sランク）

 -東京都からの省エネルギー対

策補助金受給

 -再生可能エネルギーの利用促

進に対する補助金適用

【優遇措置事例2】
東京建物 本社オフィ
ス



2024/8/6

-CASBEE-スマートウェルネスオ

フィス評価認証（最高位Sランク）

 -名古屋市からの補助金制度を

活用

 -再生可能エネルギーの利用や

エネルギー効率の向上に対する

補助金受給

【優遇措置事例3】
カゴメビル





環境ブランディングの流れ

• 無料で環境配慮型居抜きマッチングサイトに登録させていただきます。居抜きで入りたい企業様を探
す時間、空室期間の減少による利益率向上が見込めます。  １．居抜きオフィス物件の登録（無料）  

• CASBEE、LEED、BREEAMのどの認証を取得できるかを、簡単な取材を通して審査させていただいま
す。 ２．環境認証取得事前審査（無料）  

• 認証毎に取得までのスケジュールを御見積書をご提示いたします。ご納得いただけましたら代行業務
をスタートさせていただいます。  ３．環境認証取得代行御見積書（無料）  

• 図面や必要書類をご依頼させていただき、当社にて提出書類を作成させていただきます。  ４．民間検査機関提出書類作成  

• お客様より民間機関へ書類を提出お願いいたします。当社にて、やりとりのサポートをさせていただ
き、決裁まで責任を持って対応させていただきます。  ５．認証取得  


